
５
月
30
日
、
『
西
予
市
イ

ク
ボ
ス
宣
言
』
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
「
課
長
級
以
上
の

管
理
職
61
人
が
『
宣
言
』
。

県
内
の
自
治
体
で
は
６
カ
所

目
で
す
。
『
イ
ク
ボ
ス
』
と

は
、
職
場
で
共
に
働
く
部
下

の
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
考

え
、
そ
の
人
の
キ
ャ
リ
ア
と

人
生
を
応
援
し
な
が
ら
、
組

織
の
業
績
も
結
果
を
出
し
つ

つ
、
自
ら
も
仕
事
と
人
生
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
上
司

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

『
宣
言
実
施
計
画
』
私
た
ち

は
、
職
員
の
「
育
児
・
介
護
・

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

の
ほ
か
、
特
に
「
地
域
活
動
」

を
応
援
す
る
た
め
に
、
次
の

事
項
を
約
束
し
ま
す
。

①
私
は
、
働
き
方
改
革
を
実

践
し
、
覚
悟
を
も
っ
て
職

場
を
変
え
ま
す
。

②
私
は
、
部
下
の
定
時
退
庁

を
促
し
、
自
ら
も
率
先
し

て
早
く
帰
り
ま
す
。

③
私
は
、
仕
事
を
効
率
的
に

終
わ
ら
せ
早
く
帰
る
部
下

を
評
価
し
ま
す
。

④
私
は
、
積
極
的
に
部
下
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
ま
す
。

管
家
市
長
は
５
月
30
日

「
市
役
所
の
成
功
が
、
市
内

の
企
業
・
事
業
所
に
広
ま
り
、

生
活
し
や
す
い
西
予
市
と
し

て
多
く
の
市
民
に
認
め
ら
れ
、

市
内
で
の
生
活
を
望
む
人
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

５
月
27
日
、
自
治
労
連
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
「
将
棋
大
会
」

に
２
県
５
人
が
参
加
し
、
全

国
大
会
出
場
権
を
か
け
、
総

当
た
り
戦
で
勝
負
。
次
年
度

開
催
方
法
を
、
現
行
『
１
人

か
ら
参
加
の
個
人
戦
』
と
提

案
『
単
組
３
人
１
チ
ー
ム
団

体
戦
』
に
つ
い
て
、
参
加
者

で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

【
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
】

〔
主
将
〕
山
口
正
彦
（
愛
媛
・

宇
和
島
市
職
）
〔
副
将
〕
岡

茂
樹
（
香
川
・
公
務
公
共

一
般
）
〔
三
将
〕
平
井

進

（
香
川
・
公
務
公
共
一
般
）

『
愛
媛
県
自
治
体
一
般
労

働
組
合
コ
コ
ロ
分
会
』
は
６

月
２
日
『
内
子
町
社
会
福
祉

協
議
会
労
働
組
合
（
通
称
・

コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
）
』
へ
移

行
し
「
単
組
」
を
結
成
し
ま

し
た
。
分
会
総
会
と
結
成
大

会
に
は
組
合
員
39
人
中
37
人

と
井
口
内
子
町
職
委
員
長
・

県
本
部
役
員
２
人
が
参
加
。

緒
方
分
会
長
は
「
組
合
は
労

働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
、

み
ん
な
が
団
結
し
て
声
を
あ

げ
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
新
上
新
委
員
長

は
「
学
習
会
や
レ
ク
を
通
じ

て
、
知
識
を
高
め
親
睦
を
深

め
、
働
き
や
す
い
職
場
を
め

ざ
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

「
単
組
結
成
」
を
キ
ッ
カ
ケ

に
『
共
済
支
え
あ
い
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
実
施
を
確
認
。
６

月
中
に
「
組
合
員
７
割
以
上

の
加
入
協
力
＝
健
康
告
知
該

当
者
加
入
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

（１） 第４８５号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 ６月１５日

第 ４８５ 号

日 程

【６月】
10 四国Ｂ青年部ドキワクジャ

ンボリー（高知～11）
自治労連現業評全国学習

交流集会（福島～11）
保健師部会幹事会

11 えひめ母親大会（東温）
17 県本部拡大執行委員会

労安職業病対策委員会
非正規公共評幹事会

18 青年部幹事会
23 みどり苑労組定期大会
24 現業評幹事会

元周桑病院職員闘争支援
共闘会議総会（西条）

【７月】
７ 伊予市職労定期大会
８ 青年部定期大会・交流会
14 内子町職定期大会
17 県本部女子バレーボール

大会（今治）
21 人勧直前中央行動（東京）

22 県本部定期大会
10時～16時

えひめ共済会館
26 周桑病院労組定期大会

■５/23・24県本部と各単組で『夏季統一要求書』を提出（下写真）しました。重点要求は、①労働時間の適正管理・超

勤縮減、②人材確保・採用増、③給与水準改善、④両立支援、⑤非正規改善です。６月から７月に『単組要求書』提

出と労使協議・団体交渉をすすめましょう。

■８月上旬予定の「人事院勧告」に向けて、人事院は５/１今年度の勧告に向け民間給与調査を開始し、「今春闘の動向

を見ると、月給は４年連続プラスとなる公算が大きい」（５/３愛媛新聞）と報道されています。また、公務員の勤務

条件について、①人事院が「国家公務員の退職給付が民間を約78万円上回っている」調査結果を公表（４/19）、②自

民党が「2025年度までに公務員の65歳への定年延長」を提言（５月上旬）、③臨時・非常勤職員の任用・処遇につい

て地方公務員法・地方自治法が改定（５/11）されています。いずれも、職員の生活と将来設計、人材確保と人員配置、

住民サービスのあり方に大きくかかわるもので、労働組合・職員団体との協議・交渉が今後求められます。

西条 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

新居浜 ０ ０ ０ １ ２ ０ × ３

６
月
３
日
、
砥
部
町
・
田
ノ
浦
町
民

広
場
（
野
球
場
）
に
て
、
県
本
部
軟
式

野
球
大
会
１
回
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
チ
ー
ム
と
新
居
浜
市
職
労

チ
ー
ム
の
一
戦
は
、
新
居
浜
が
四
回
裏

に
１
点
先
制
、
五
回
ラ
ン
ナ
ー
二
塁
か

ら
セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー
の
三
塁
打
、
シ
ョ
ー

ト
の
頭
を
超
す
タ
イ
ム
リ
ー
で
２
点
を

追
加
。
西
条
の
攻
撃
は
、
新
居
浜
２
塁

手
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
な
ど
で
チ
ャ

ン
ス
を
阻
ま
れ
、
０
対
３
で
新
居
浜
市

職
労
が
勝
利
し
ま
し
た
。

宇和島市 内子町 東温市 西条市 新居浜水道



四
国
中
央
市
職
労
は
５
月

８
日
「
保
育
士
の
新
規
採
用

者
・
未
加
入
者
へ
の
組
合
説

明
会
」
を
開
催
し
16
人
が
参

加
。
喜
井
委
員
長
が
「
保
育

士
の
み
な
さ
ん
の
チ
カ
ラ
は

非
常
に
大
き
い
。
ぜ
ひ
組
合

加
入
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
他
の
役
員
か
ら
も

「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
や
ス
ノ
ボ
ー
ツ
ア
ー

な
ど
楽
し
い
行
事
も
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
加
入
し
参
加
を
」

な
ど
発
言
。
『
組
合
紹
介
Ｄ

Ｖ
Ｄ
』
も
上
映
。
今
回
参
加

で
き
な
か
っ
た
新
採
保
育
士

さ
ん
に
は
後
日
職
場
訪
問
し
、

加
入
を
よ
び
か
け
ま
す
。
会

で
は
職
場
要
求
で
早
出
・
居

残
り
の
時
間
の
対
応
や
保
育

士
の
人
数
が
ど
の
園
も
不
足

し
て
い
る
状
況
な
ど
も
出
さ

れ
、
委
員
長
か
ら
「
『
夏
季

要
求
』
に
反
映
し
、
市
長
へ

み
な
さ
ん
の
切
実
な
要
求
と

し
て
届
け
交
渉
し
て
い
く
」

と
訴
え
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
働
組

合
は
５
月
13
日
、
新
入
組
合

員
歓
迎
会
と
組
合
員
交
流
会

を
兼
ね
た
「
西
条
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
園
ツ
ア
ー
」
に
38
人
が
参

加
。
大
型
バ
ス
1
台
で
宇
和

島
か
ら
一
路
西
条
へ
。
行
き

の
車
中
で
、
労
働
金
庫
か
ら

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
な
ど

の
情
報
、
「
ろ
う
き
ん
」
の

説
明
も
あ
り
ま
し
た
。
西
条

到
着
後
、
工
場
見
学
を
し
て
、

で
き
立
て
ビ
ー
ル
を
試
飲
。

昼
食
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
。
新
採
さ
ん

も
先
輩
方
と
た
く
さ
ん
話
し
、

勤
務
の
関
係
で
久
び
さ
の
参

加
の
看
護
師
さ
ん
の
顔
も
。

「
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
の
声
も
多
く
、
と

て
も
良
い
ツ
ア
ー
に
な
り
ま

し
た
。

内
子
町
職
は
５
月
12
日
、

青
年
部
主
催
の
「
新
採
職
員

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
。

今
年
度
入
庁
し
た
職
員
を
対

象
に
、
ま
ず
は
「
組
合
」
に

触
れ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く

ろ
う
！
」
と
青
年
部
が
企
画

し
た
も
の
で
、
新
採
７
人
全

員
含
む
29
人
が
参
加
。
は
じ

め
に
山
田
青
年
部
長
が
『
組

合
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
』

と
題
し
て
「
青
年
部
の
活
動

内
容
」
や
「
組
合
活
動
を
通

し
て
得
た
『
人
と
人
の
つ
な

が
り
』
の
大
切
さ
」
な
ど
、

自
身
の
経
験
を
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
職
場

を
越
え
た
職
員
同
士
の
交
流

の
場
と
な
り
、
青
年
部
な
ら

で
は
の
『
明
る
く
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
空
気
』
を
感
じ
て
も
ら

え
た
と
思
い
ま
す
。
全
員
が

組
合
加
入
し
、
い
ろ
ん
な
機

会
で
顔
を
合
わ
せ
、
ど
ん
ど

ん
つ
な
が
り
を
広
げ
て
も
ら

い
た
い
思
い
ま
す
。

新
居
浜
市
職
労
は
５
月
13

日
「
新
採
歓
迎
会
」
を
実
施

し
、
新
採
さ
ん
13
人
を
含
め

80
人
が
参
加
。
前
半
は
、
役

員
を
中
心
と
し
た
先
輩
達
と

１
年
の
行
事
を
紹
介
す
る

『
Ｐ
Ｖ
』
上
映
に
始
ま
り
、

事
前
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た

『
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
も
と
に

新
採
さ
ん
を
紹
介
。
紹
介
の

後
は
一
時
休
憩
。
席
を
移
動

し
な
が
ら
食
事
と
歓
談
を
す

す
め
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
ゲ
ー
ム
『
お
題

で
ビ
ン
ゴ
』
で
会
場
が
大
盛

り
上
が
り
！
市
役
所
地
下
の

売
店
で
使
え
る
「
売
店
商
品

券
５
千
円
分
」
な
ど
豪
華
景

品
が
当
た
り
ま
し
た
。
最
後

は
、
書
記
長
が
「
み
ん
な
で

職
場
を
良
く
し
て
い
け
る
よ

う
、
声
を
あ
げ
て
一
緒
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
５
月
26
日

「
保
育
部
会
新
入
職
員
歓
迎

交
流
会
」
を
開
催
。
新
採
保

育
士
９
人
と
先
輩
保
育
士
15

人
が
参
加
。
部
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が

ら
参
加
者
全
員
で
自
己
紹
介
。

２
～
３
年
目
保
育
士
を
先
生

に
『
明
日
の
保
育
か
ら
使
え

る
リ
ズ
ム
遊
び
や
手
遊
び
』

を
み
ん
な
で
楽
し
く
交
流
。

先
輩
か
ら
新
採
さ
ん
へ
花
束

と
歓
迎
の
言
葉
を
贈
り
、
新

採
さ
ん
は
「
毎
日
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
」
な
ど

一
人
一
人
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
村
瀬
委
員
長

と
井
出
保
育
部
長
か
ら
、
職

場
の
声
と
組
合
交
渉
で
実
現

し
た
改
善
内
容
（
年
収
改
善
・

雇
用
期
限
延
長
な
ど
）
と
さ

ら
な
る
改
善
め
ざ
し
て
「
組

合
に
加
入
し
て
一
緒
に
声
を

上
げ
、
今
治
の
保
育
を
一
緒

に
良
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

な
ど
、
よ
び
か
け
、
非
正
規

保
育
士
５
人
が
組
合
加
入
し

て
く
れ
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
５
月
26
日

「
保
育
部
定
期
総
会
＆
新
採

歓
迎
会
」
を
開
催
し
新
採
７

人
含
む
49
人
が
参
加
。
◎
長

年
交
渉
し
て
き
た
「
臨
時
保

育
士
の
経
験
年
数
に
応
じ
た

賃
金
改
善
」
が
実
現
で
き
た

こ
と
、
◎
部
会
独
自
の
研
修

会
で
『
い
ま
、
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
こ
と
』
と
題
し

た
講
演
会
を
実
施
し
た
こ
と

な
ど
を
報
告
し
、
活
動
方
針

と
新
役
員
を
確
認
し
ま
し
た
。

総
会
後
、
全
員
組
合
加
入
し

た
新
採
保
育
士
７
人
の
「
歓

迎
会
」
に
移
り
、
時
間
も
す
っ

か
り
忘
れ
、
た
く
さ
ん
お
し
ゃ

べ
り
し
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス

発
散
。
心
も
お
腹
も
満
た
さ

れ
、
他
園
の
先
生
と
も
交
流

で
き
、
楽
し
く
有
意
義
な
時

間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

■
も
う
す
ぐ
愛
媛
国
体
が
始

ま
り
ま
す
。
宇
和
島
市
で
は

卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
、
レ
ス
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
応

援
に
来
て
く
だ
さ
い
！

（
宇
和
島
・
田
中
）

■
こ
の
ご
ろ
体
が
だ
る
い
。

５
月
病
か
？
そ
れ
と
も
年
な

の
か
？
こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時

期
、
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん

ば
ら
な
け
れ
ば
。

（
伊
予
・
中
野
）

■
今
年
度
よ
り
組
合
に
加
入

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
日
参
加
し
た
「
自
治
労
連

共
済
説
明
会
」
が
写
真
付
き

で
記
事
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

喜
び
と
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
様
々
な
活
動
に
力

を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
清
掃
・
永
易
）

■
こ
こ
最
近
、
外
仕
事
を
し

て
い
る
と
、
花
粉
が
多
い
日
、

黄
砂
が
多
い
日
、
紫
外
線
が

強
い
日
…
季
節
を
感
じ
る
と

い
う
よ
り
も
環
境
悪
化
ば
か

り
感
じ
る
毎
日
で
す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
家
の
裏
に
小
さ
な
畑
で
野

菜
を
作
っ
て
ま
す
。
今
夏
は

子
ど
も
の
好
き
な
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
も
６
月
に
は
穫
れ
そ
う
で

す
。
し
か
し
今
年
は
ア
ブ
ラ

ム
シ
が
多
く
て
大
変
困
っ
て

ま
す
。（

今
治
一
般
・
越
智
）

■
８
月
に
中
学
校
と
高
校
の

同
窓
会
が
２
日
続
け
て
あ
り

ま
す
。
何
が
あ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
腹

筋
は
鍛
え
て
お
い
て
損
は
な

い
で
し
ょ
う
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４８５号 ２０１７年 ６月１５日

■
４
８
３
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
エ
イ
キ
ュ
ウ
ケ
ツ
バ

ン
」
（
永
久
欠
番
）
で
し
た
。

正
解
は
12
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

西
原

和
哉
（
今

治
）

家
藤

妙
子
（
伊

予
）

吉
川

匡
希
（
大
洲
病
院
）

宮
城

恵
子
（
西

条
）

田
中

広
興
（
宇
和
島
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
７
月
27
日
【
発

表
】
４
８
７
号
（
８
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①ゴルフで、打数が基準打数より少ないこと

④「グミ入りソフトキャンディ」の商品名

⑦天井と屋根の間の空間

⑧一対一。マン○○○○で指導する

⑨目の、鼻に近い方の端。⇔目尻

【タテのカギ】
①水におぼれて苦しんでいるさま

②山形県庄内地方で生産されるエダマメ

③世界的なファッションショー。○○コレ

⑤一つのことに熱中。研究に○○○○ない

⑥なめらかに進むさま。○○○○筆が進む

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

特
に
指
導
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う

◆
お
詫
び
◆
前
号
５
月
号
の
パ
ズ
ル
設

問
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
タ
テ
③
ま

た
は
タ
テ
⑥
の
二
重
枠
回
答
の
い
ず
れ

か
を
『
テ
』
と
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。


